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民法総合３

第５回講義 担保保存義務
2005/05/13

CASE
、 、 、( ) 昭和 年 月と平成 年 月に Ｓ社はＡ銀行から本件融資①②を受け その債務には1 55 10 2 10

次のような担保が設定されていた。

( ) 物的担保（抵当権）a
１ 代表取締役社長Ｂが所有する土地・建物α1

２ 同土地β

３ 専務取締役Ｂが所有する土地・建物γ2

この三者（α～γ不動産）には、いずれも、Ａ銀行のＳ社との銀行取引によって生じる

債権を被担保債権とする旨の約定で、融資①については極度額各 万円とする第一順3,000
位の（純粋）共同根抵当権、融資②については極度額各 万円とする第二順位の（純5,000
粋）共同根抵当権が設定され、Ａ銀行は根抵当権設定登記を具備した。本件根抵当権設定

契約においては、担保保存義務免除特約が合意されていた。

( ) 人的担保（連帯保証）b
さらに、Ｓ社の債務について、Ｓ社の委託に基づき、Ｙ信用保証協会も連帯保証契約を行っ

ていた。

Ｙは、将来の求償債権について、Ｂ・Ｂ個人との間で連帯保証契約を行っていた。1 3

( ) 一方、Ｘ社は、平成 年 月、Ｓ社に対する売掛代金債権 万円の担保として、上記2 4 4 4,000
α・β不動産に極度額を 万円とする第三順位の（純粋）共同根抵当権の設定を受け、根6,000
抵当権設定登記を具備していた。

( ) 平成 年 月、Ｓ社が破綻して本件各根抵当権の被担保債権は確定した。Ｙ協会は、3 11 12
Ｓ社のＡ銀行に対する全債務を代位弁済し、Ｓ社に対する求償権の担保として、上記( )の各a
共同根抵当権を代位により取得し、ただちに根抵当権移転の付記登記手続を行った。

( ) 平成 年 月、Ｙ協会は、α・β・γの各不動産について、根抵当権の実行として競売4 12 3
を申立て、同年 月には、α・β不動産につき売却許可決定がなされ、α不動産については競9
売代金 万円、β不動産については 万円が納付された。しかし、買受人が異なってい4,120 2,060
たため、配当期日はαから先に、βとは別個に行われることになった。この時点でのＹの求償

債権総額を 万円とし、以後の利息・損害金は簡略化のために度外視することとする。9,000
( ) 同年 月、γ不動産について、Ｃに 万円で任意売却する話がまとまったため、Ｙ5 10 3,600

協会は、γ不動産上の根抵当権を共に放棄してその抹消登記手続を行い、ＳからＣに所有権移

転登記がなされた。Ｙは、売却代金 万円を弁済として受領し、γ不動産の競売申立てを3,600
取り下げた。なお、この任意売却に要した費用 万円は、Ｂが負担した。40 2

( ) 平成 年 月、α不動産についての配当期日が開かれ、次の配当表（本件配当表）が作6 13 1
成された。この時点でのＹの債権額は 万円、Ｘの債権額は 万円である。5,400 4,200

順位 債権者・債権の種類 費用・元利等合計 配当実施額

１ 手続費用 万円 万円120 120

２ Ｙ・第一順位根抵当権 万円 万円5,400 3,000

３ Ｙ・第二順位根抵当権 万円 万円5,400 1,000

４ Ｘ・第三順位根抵当権 万円 円4,200 0

( ) Ｘは、この配当期日において、本件配当表に記載されたＹに対する順位第二番の配当7
実施額について異議の申出をし、その後、遅滞なく本件配当異議訴訟を提起した。
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【 】Keypoints
・民法 条の担保保存義務の意義。504
・担保保存義務免除特約の意義と効果。

・任意売却と競売の異同。

【 】Questions
今回は、まず、本件設例を自分で整理して考えてみることから始める。

[ ] Ｘの請求を最大限に生かす主張を展開してみなさい。01
[ ] この場合のＸの請求の趣旨を書きなさい。02
[ ] Ｘの請求はどうなるか、理由を付けて述べなさい。その際、Ｓ・Ａ間に存在した担保03

保存義務免除特約の効力がＸに対して効力を及ぼすかどうかを必ず考えなさい。

。ヒント 次のような論理を採る裁判例 未公刊 がある（ ） 。これを批判的に参照してください

・本件では、Ｂ は、物上保証人兼連帯保証人であり、弁済による代位の割合は、両資格を1

61 1 27兼ねる者も１人として、全員の頭数に応じた平等の割合によるから（最判昭和 年 月

日民集 巻 号 頁 、全部で３名の保証人等が存在する本件においては、Ｂ は、３分40 7 1205 ） 1

の１の割合で、γ不動産上の抵当権に代位できることになる。そうすると、Ｂ は、α・1

β不動産の売却価額合計 万円から手続費用額を控除した残額 万円に３分の１を6,180 6,060
、乗じた 万円の限度でＹの有していたγ不動産上の根抵当権に代位できたことになり2,020

ＸはＢ のこの権利のうえに物上代位をするのと同様にＢより優先して弁済を受けること1 2

ができた地位を得ていた。

・Ｙの担保減少行為により、Ｘは右の地位を害されたのであるから、ＹはＸの権利の対象と

なっているγ不動産上の根抵当権を放棄したことにより、その限度で優先権をＸには主張

できなくなる。

・Ｙは本件配当表の順位３番の配当実施額が 万円であることにつき配当異議の申出を1,000
しなかったから、配当表はこの範囲において確定し、手続上これを争うことは配当異議の

失権効により許されない。したがって、本件配当表のうちＹに対する順位２番の配当実施

額欄を「 万円」とし、Ｘに対する配当実施額欄を「 万円」とそれぞれ変更する。980 2,020
[ ] 仮に上記のヒントの裁判例の論理を採用するとして、ＹがＸの請求を退ける方法はな04

いか。

次に、ちょっと異なる角度から検討を加えてみる。

[ ] β不動産の競売手続費用を 万円とし、さらに、γ不動産を競売にかけた場合の競売05 60
、 、 、価格が 万円 同手続費用が 万円だと仮定すると α～γ不動産が同時配当される場合3,090 90

競売代金はどのように配当されることになるか。この場合、Ｙの求償債権について連帯保証人

Ｂが存在することは、Ｘの地位に影響を及ぼすか。3

[ ] [ ]の場合、γ不動産が先に配当され、次いで、α・β不動産が同時配当されたとす06 05
ると、競売代金はどのように配当されることになるか。

、 、 、 、[ ] [ ]の場合 α・β不動産が先に配当され 次いで γ不動産が競売されたとすると07 05
競売代金はどのように配当されることになるか。

[ ] 本件の の場合、γ不動産を競売価格以上で任意売却し、その代金をＹが被担08-01 CASE
保債権の弁済に充てたとしても、担保保存義務に反することになるか。

[ ] その場合に、債権者には、何について故意または過失があるのか。08-02
[ ] 担保保存義務免除特約が存在しても、その点には影響はないのか。08-03
[ ] 本件の とは異なって、Ｙが単純にγ不動産上の抵当権を放棄し、その後に、Ｘ09 CASE

が第三順位の抵当権の設定を受け登記をしたとすると、結論は異なることになるか。
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【 】Materials
Ａ（必読判決と文献）

・①最判平成 年 月 日金判 号 頁2 4 12 883 14
・②最判平成 年 月 日民集 巻 号 頁3 9 3 45 7 1121
・③最判平成 年 月 日民集 巻 号 頁（ ）4 11 6 46 8 2625 百Ⅰ92
・④最判平成 年 月 日民集 巻 号 頁7 6 23 49 6 23
・ もしくは『債権総論』の教科書・体系書もしくはコンメンタールの担保保潮見 ～ 頁268 275

存義務の箇所。

・配当異議に関する民事執行法の解説（何を使うかは特に指定しない 。）

Ｂ（判例の理解の参考となる解説）

・前田達明・②解説・ジュリ 号（平成 年度重要判例解説） 頁1002 3 69
・大塚直・ （③）事件（再掲）百Ⅰ92
・近藤崇晴・④解説・曹時 巻 号 頁47 12 250
・松岡久和・④判批・私法判例リマークス 号〈 年(下)〉 頁13 1996 44

Ｃ（応用・発展的な検討の参考になるもの）

・高橋眞「債権者の担保保存義務に関する一考察 『求償権と代位の研究』 ～ 頁(成文」 125 195
堂、 年)、初出：龍谷法学 巻 号、 巻 号( ～ 年)；担保保存義務に関するま1996 27 3 28 3 1994 5
とまった考察。問題点の整理・検討の方向性を示す。必読のつもりで掲げてはいない。


